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フェスタ 2016 は、6 日間の開催中、上演会場 130、上演ステージ 450、運営参加の市民ボ
ランティア 2,500 人、観客延べ 45,000 人であった。 





あり、先に挙げた 2,500 人の市民ボランティアの約 5 分の 4（1,900 人）は、地区公演に
携わる地区公民館や分館の役員および地区の諸団体の住民である。彼らは、参加証ワッペ

















































































































































































その後、現在までに 6 回の合併が行われた。  
1956（昭和 31）年：座光村・松尾村・竜丘村・三穂村・伊賀良村・山本村・下久堅村が
合併。 
1961（昭和 36）年：川路村が合併。  
1964（昭和 39）年：千代村・龍江村・上久堅村が合併。  
1984（昭和 59）年：鼎町が合併。  
1993（平成 5）年：上郷町が合併。  










図 1-2 飯田市の地区（出典：飯田市「地区情報」）  
7 
 
・丸山・東野の 5 つの地区となり、合計 20 の地区によって編成されている（図 1-2 参
照）。旧町村をそのまま地区として独立させたことは、伝統的地域社会を基盤ににした各地
区の自治の確立に大きく影響したといえる。  




は、第 4 章の公民館組織で詳述する。  
 
（人口） 
人口は 2000（平成 12）年の国勢調査時の 110,589 人をピークに減少傾向にあり、2010
（平成 22）年の国勢調査では 5,254 人減少して 105,335 人であった（表 1-1 参照）。合計
特種出生率は、2005（平成 17）年には 1.52 まで落ち込んでしまったが、ここ数年は、1.70
前後で推移している。合計特殊出生率は全国や県の平均と比較すると高い率となっている
が、少子化傾向に歯止めがかかっているわけではない。  
高齢化率は、28.1％（2010 年国勢調査より）である。  
15 歳から 64 歳までの生産年齢人口はほとんどの年齢人口が全国平均を下回っており、
特に 20 歳から 24 歳の年齢層が低い。これは、高等教育機関が少なく、高校卒業後約 7 割
がこの地を離れることが大きな要因と考えられている。  
転入・転出の動向は、2000 年ころは転出が転入を 1,000 人以上上回る状況が続いていた
が、2005（平成 17）年以降は転入・転出共に減少しながら差は縮小する傾向にあり、2012
（平成 24）年以降は、200 人程度の転出超過で推移している（飯田市「飯田市版総合戦略」）。









 1980 年  1985 年  1990 年  1995 年  2000 年  2005 年  2010 年  2015 年  
人口 （人） 109,465      111,009  110,402 110,204 110,589 108,624 105,355 101,522 
世帯数（戸） 21,872 26,337 27,198 33,577 35,487 37,350 37,867 39,656 





事業所数は、6,411 事業所（民間）。従業者数は、50,841 人（総務省統計局「平成 24 年
度経済センサス」）。  
農林業に関しては、農家数は、5,021 戸。販売農家は、2,451 戸。自給的農家は、2,570
戸。経営耕地面積は、1,779.38 ヘクタール。（農林水産省「2010 年世界農林業センサス」）  
商業に関しては、事業所数は、1,244 事業所。従業者数は、8,092 人。販売額は、22,622,822




った橋北・橋南・丸山・羽場・東野地区の 5 地区は 3 校が、千代地区には 1 地区に 2 校が
設置され、市内には合計 19 校の小学校があり、児童数は 5,644 人である（2015 年 5 月 1
日現在）（飯田市教育委員会「平成 27 年度飯田市教育要覧」）。なお、これらは全て公立学
校である。 
中学校も全て公立で、市内に 9 校、生徒数は 3,086 人（2015 年 5 月 1 日現在）（飯田市
教育委員会「平成 27 年度飯田市教育要覧」）。  







高等学校は、公立４校、私立女子高校 1 校の計 5 校で、生徒数は 3,710 人（2015 年 5
月 1 日現在）（飯田市「飯田市のプロフィール」）である。  
高等教育機関は、私立短大飯田女子短期大学が 1 校あり、2013 年ごろまでは、幼児教
育学科の学生を中心とした子ども文化研究会があり人形劇に取り組んでいた。  
幼児教育・保育関係は、幼稚園が私立 5 園・公立 1 園の計 6 園、園児数は 514 人。この
うち私立幼稚園の 4 園は幼保連携型認定こども園を併設している。保育園は、公立 20 園、
園児 1,308 人。私立 15 園、園児 1651 人（2015 年 5 月 1 日現在）（飯田市「飯田市のプロ
フィール」）。幼稚園、保育園をあわせた就園率は、3 歳以上児保育が 94.5％、3 歳未満児
保育が 30.5％、待機児童数は 0 人である1。 




































                                                   
2 伊那谷南部とは、飯田市と下伊那郡 3 町 10 村を指す。下伊那郡 3 町 10 村は、2016 年




































現在の人形劇フェスタの 35 年継続開催に至る文化的要因を探る。  
 
2.2 人形芝居（人形浄瑠璃） 





































                                                   
5 松崎行代，2010 年 7 月，「伝統芸能の伝承（1）－今田人形を中心に－」日本子ども社会
学会第 17 回大会口頭発表。松崎行代，2011 年 7 月，「伝統芸能の伝承（2）－黒田人形を
中心に－」日本子ども社会学会第 18 回大会口頭発表。  













































































五代目岩井半四郎が飯田村に、さらに天保 5（1834）年 10 月には三代目尾上菊五郎（音
羽屋）一座 77 人が下川路村（現在の川路地区）で 13 日間の興業をした、また、天保 12
（1841）年 7 月には七代目市川団十郎（成田屋）一座 72 人が同じく下川路村で 10 日間の
興業を行った（今村，2002：3-9）。江戸の名優たちの度重なる来演は、当時江戸の金座で
幕府の金改役並に造幣方を勤めていた後藤三右ヱ門の義兄である関島光広の働きが大きか
った（日下部，1985：121）。下川路村では、10 間に 8 間の回り舞台を建設し、名優を迎









































































物は変化してきた。2016（平成 28）年 3 月 25～27 日の 3 日間にかけて行われた「お練祭




図 1-6 獅子舞の分布 
 
図 1-7 屋台獅子 
















飯田市鼎地区では、休止していた 1 区＝集落の獅子舞が昭和 63（1988）年に復活、1994




催されるようになった。3 回目を数える 2010（平成 22）年には、第 13 回全国獅子舞サミ
ットが飯田市市街地で大々的に開催され、以後毎年開催されている。2015（平成 27）年
の第 7 回は、獅子舞 22 団体（このうち鼎地区の 5 団体は子ども獅子もあわせて出演して





















































































                                                   






































ている。3 歳以上一律 700 円で、本部が置かれる 
飯田文化会館、飯田市公民館と市内 20 地区の地区公民館、市内のプレイガイドを有する
書店等で販売するほか、市内の保育所および幼稚園のなかには園児および保護者等の購入
図 1-8 いいだ人形劇フェスタの理念と内容の概観図 
 （出典：『いいだ人形劇フェスタ 10 周年記念誌 つながってく－人形と歩んだ 30 年－』p91） 
 




















・目的別 A・B・C タイプの設定 
実行委員会は、人形劇フェスタの中心は人形劇の公演であるとしている。そして、公演















                                                   








講習会受講者や、その他市民によって結成されたアマチュア劇団などの参加がみられる。   
実行委員会は、上記の A・B・C の 3 つのタイプを設定する目的を、プロの劇団の収入
への配慮、上質な作品の確保と市民への提供、劇団に上演機会を提供する事での劇団の研
鑽と上演者および観客のそれぞれの目的が達成されることへの配慮であるとしている。劇









近年、上演希望劇団が増加傾向にあり、305 劇団の申し込みがあった 2013（平成 25）










 A タイプ  B タイプ  C タイプ  計  
現代人形劇：プロ  24 65 24 113 
現代人形劇：アマ  －  2 92 94 
現代人形劇：学生  －  －  34 34 
伝統人形劇：プロ・アマ  0 3 5 8 
海外劇団：プロ・アマ  0 8 2 10 




有料公演  42 27 －  69 
ワッペンのみ  －  140 248 388 
計  42 167 248 457 





















































自 主 企 画 公
演  



























地区公演の会場数は 75 会場を数え、期間中の公演数は約 135 公演である。市街地から
1 時間近く離れた地区会場や、定員 50 名ほどの小さな会場もあるが、観客を地区住民に限
定してはいない。来場者は、地区外はもとより県外の参加者も、劇団や作品を選んで来場
し観劇することが出来る。とはいっても、多くは地区内の住民が観客の中心を占める。地
区公演の合計観劇者数は、12,400 人。内訳は、大人約 5,850 人、子ども約 6,550 人である
（いいだ人形劇フェスタ実行委員会「いいだ人形劇フェスタ 2015 参加登録・公演等の結果」）。
この数は累計数ではあるが、飯田市の人口 10 万 3 千人の約 1 割が地区公演に観劇参加し
ていることになる。  
 










表 1-4 観客者数（人形劇フェスタ 2015）                   
 会場数  ステージ数  観劇者数
（人）  
大人  子ども  
有料公演   69 7,603 6,098 1,505 
ワッペン公演   388 32,972 17,583 15,389 
本部公演  61 254 20,550 11,728 10,327 
地区公演  76 134 12,422 5,855 6,567 
















































































































る人々であり、年齢は 20 歳代から 60 歳代、性別では女性が半数以上を占めている。本部
実行委員は、転勤等による引っ越しや、出産等の理由以外で委員を辞める人は少なく、多
くの人が 10 年以上継続して実行委員会に参加している12。 
いいだ人形劇フェスタ実行委員会の組織図は、図 1-10 のようである。なお、組織は、
第 1 回人形劇フェスタ当初から状況にあわせ運営に支障が無いよう随時検証と変更が加え




















いときには 500 人以上の参加があった。現在は 250 から 300 人くらいとなっている。  
 
3.3.2  地区公演実行委員会  
 地区公演は、20 地区に約 75 の地区公演会場が設営され、各地区公民館または分館を中
心とした集落=区の公演会場ごとに実行委員会が組織され、地区公演実行委員会ごとに企
                                                   
12 筆者は、人形劇フェスタ実行委員会に 1999（平成 11）年の第 1 回から 2013（平成 25）
年の第 15 回まで参加していた。実行委員の職種や年齢等に関する正確な調査はしていな



































スタ実行委員会 10 周年記念誌編集委員会，2009：206-207）。 




に関しては第 4 章で詳述する。  
 
3.3.3 市民の参加について  






表 1‐5 市民の参加について 













      600 人  
有志：市内人形劇関係者  
有志：人形劇に取り組んではいない市民   （計 80
人）  
婦人会（おいなんよサロン担当）  
有志：サポート・スタッフ（中学生以上）（計 450 人） 





アマチュア劇団  一般成人  
観劇  一般市民  子ども～大人  
運営参加市民  本部実行委員、地区公演実行委員  
上演参加市民  学校関係劇団、人形劇講座受講生、一般アマチュア劇団  
行政  運営  実行委員会事務局  教育委員会飯田文化会館人形劇のまちづくり係  
本部実行委員会  飯田市公民館館長（副実行委員長）  
地区公演実行委員会  地区公民館主事（飯田市職員）  
サポート・スタッフ  飯田市職員  













3.4 人形劇フェスタの財政  
 人形劇フェスタ実行委員会によると、人形劇フェスタの財政は、独立採算制をとってお
り、2015 年度の決算報告は、表 1-6 のとおりである（いいだ人形劇フェスタ実行委員会，
「いいだ人形劇フェスタ決算書」）。  
 収入は、合計約 5,700 万円である。そのうち、飯田市の助成金 1,800 万円と飯田市が申
請を出し獲得した助成金（文化庁他）を合わせた合計 3,370 万円が、収入全体の約 60％と、
半分以上を占めている。参加証ワッペンの売上げは約 850 万円で全体の約 15％。B タイプ
公演の有料チケット収入およびワークショップ受講料収入、および、ふれあいアップルタ
ウンや広域公演での上演による公演料収入は、合計約 820 万円で全体の 15％。つまり、
おおよそ毎年収入として見込める収入は約 30％で、60％は市の情勢や助成金採択の有無に
よって確保が保障されていない不安定な予算で占められている。とはいうものの、市の
1,800 万円は、1999（平成 11）年の人形劇フェスタ第 1 回目の 2,000 万円からは減少して
いるとはいうものの、2012（平成 24）年以降は 1,800 万円を維持している。  
 一方、合計支出は約 5,100 万円である。そのうち、地区公演実行委員会関係は、合計約
710 万円で、支出金額全体の 14％に過ぎない。地区公演会場費は、市の助成金 1,800 万円
の 10％、地区企画公演費はワッペン売り上げ収入（見込み）の 10％となっている。つま













表 1-6 いいだ人形劇フェスタの財政（2015 会計報告） 
【収入の部】  
項   目  支出額  
基本参加費（ワッペン収入） 700 円×12,088 枚  8,461,600 円  
負担金  飯田市  33,700,000 円  
飯田市（18,000 千円）  
文化庁（14,000 千円）  
地域創造（17,000 千円） 
企業協賛金（2 社）  600,000 円  
ふれあいアップルタウン公演負担金  315,000 円  
広域公演（周辺町村での上演）  
プレゼント公演（7 団体）  
1,640,000 円  
有料売上料  有料公演収入  3,301,400 円  
ワークショップ受講料  332,300 円  
協賛金（1 団体・3 社）  3,294,776 円  
繰入金（劇人参加費繰入）  446,765 円  
賛助会員会費 （1 口 1 万円）  390,000 円  
諸収入  手数料（出店料 他）  206,500 円  
雑収入（お別れパーティー参加費 他） 1,180,370 円  
合   計  57,307,935 円  
 
【支出の部】  
項 目  支出金額  
地区公演実行
委員会  
地区会場費  1,800,864 円  
＊飯田市負担金（通年分）の 10％  
地区企画公演費  900,000 円  
＊ワッペン売り上げ見込みの 10％  
地区公演 B タイプ公演費  3,681,400 円  
上演還元金（C タイプ参加劇
団）  
743,324 円  
公演関係費  B タイプ劇団公演費  3,951,776 
海外劇団公演費  11,601,408 円  
伝統人形芝居公演費  511,728 円  
学生・アマ連続公演費  259,200 円  
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屋外企画公演費  1,378,106 円  
その他企画公演  6,803,871 円  
ワークショップ費  1,104,055 円  
公演環境整備費  548,437 円  
交流事業費  おいなんよサロン費  
各種セレモニー費  
わいわいパレード費  




パーク運営費 など  
4,791,189 円  
広報宣伝費  印刷物・広報企画  6,535,829 円  
ウエルカム人形展費  60,995 円  
総務運営費  総務部会費  3,218,148 円  
企画運営費  392,324 円  
事務費  1,206,426 円  
記録費  343,848 円  
部 会 合 計  51,053,128 
20 周年準備費  500,000 円  
国際発信事業  1,100,363 円  
定期預金  100,000 円  
予備費  124,070 円  
合  計  52,877,661 円  










13」およびインターネットの HP で確認できた人形劇の祭典を 6 つ取り上げて、開催内容
および主催（運営従事者）を中心に市民の参加状況に関して人形劇フェスタとの比較を行
                                                   
13日本ウニマ発行の年鑑「日本の人形劇」2011～2015 年度版を参照した。  
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った。採り上げた人形劇の祭典とその概要は、表 1-7 のとおりである。  
表 1-7 国内の人形劇の祭典 
名称  開催日・会場  開催内容  主催者  
喜多方発 21
世紀シアター  
8 月上旬 4 日間  
 
































































































の 4 つの祭典とはやや趣旨を異にする。他 4 つの祭典は、市内の住民を中心とした観客に
人形劇を楽しんでもらうことを目的として開催している。特に西宮人形劇まつりは子育て
支援を意識し、年齢の低い子ども連れの親子の参加をねらっている。  
























を媒体としたフェスティバルが開催されている。（表 1-8 参照） 
 
表 1-8 国内の市民文化活動について 
名 称  開催期間  内  容  主催・運営参加者  
瀬戸内国際芸術
祭  
3 月~11 月  
3 期にわけ、









鳥の劇場演劇祭  11 月  















8 月  












9 月  






















会の中心となり、メンバーは約 60 名である。このほかに期間中のボランティアは 1,500
名である。ボランティア・スタッフは、公募および実行委委員の呼びかけによって参集す
る。また、来場者数は 2 日間で 74 万人を数え、フリーマーケットやアートイベントも併
催されているが、2 日間で 74 万人は、開催地の仙台市青葉区の人口 281,000 人（2005 年
世論調査より）の 3 倍弱であり、かなり多い人数といえる。ジャズフェスティバルに参加
する団体は、アマチュアもプロもオーディションによる審査によって出演が決定される。
例年 730 団体 5,000 人が全国から参加している。このジャズフェスティバルは、市から
5,000 万円の助成を受け実施しているが、運営自体は市民によって組織された実行委員会
で行っている。1991 年に開始され、東日本大震災が発生した 2011 年も開催し、2016 年





































ぞれの関係を軸に、38 年間を次の 4 期に分けて分析する。 
 1 期 第 1 回～第 6 回（1979～1984 年）の行政主導による開始期  
 2 期 第 7 回～第 10 回（1985～1988 年）の公民館活動としての市民への浸透期  
 3 期 第 11 回～第 20 回（1989～1998 年）のまちづくりの中核としての拡大期  
 4 期 第 21～38 回（1999 年～2016 年）の市民主導の文化活動への発展期  
各期を、以下 4 節に分けて論述する。  
 
1 第 1 期 第 1～6 回（1979～1984 年）行政主導による開始期 
1.1 市長の政治理念と飯田市の課題 
 人形劇カーニバルは、1979（昭和 54）年 8 月に、第 1 回が開催された。当時人口 8 万
人の地方都市の飯田市に、日本各地からプロおよびアマチュアの人形劇団が 60 団体・381
人の人形劇人が参集し、市民ほか一般参加者 3,769 人の観劇参加を得て、2 日間にわたり























こうした行政への経験を足場に 1968（昭和 43）年に市長選に出馬するも落選。次期 1972
（昭和 47）年に再出馬し、市長就任を果たした（増田，2003：163-184）。 



























































松澤は、市政への市民の参加を勧めるため、市長就任 2 期目の 1978（昭和 53）年には、





 1.2 公民館を活用した全市域的開催 
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 第 1 章 1 の飯田市の沿革で触れたように、飯田市は 1937（昭和 12）年以降数回にわた
る合併を実施した。旧町村はそのまま行政区画の地区となり、人形劇カーニバルが開始さ























































くりあげること、また人形劇カーニバルという名称が決定したのは 1979（昭和 54）年 4
月か 5 月。そして地区公民館の館長によって組織された公民館長会で決定し、各地区公民




形劇カーニバル実行委員会 10 周年記念誌編集委員会，1990：170）。 
 
 1.3 行政主導の開始 
 このように人形劇カーニバルは、当時の松澤市長の政治理念を念頭に、市内全域の市民
が一つの活動に収斂することで、市民の一体感、協同性の生成をねらい、行政主導で開始
された。しかしながら開始 3 年程は、市民への拡がりはなかなか進まなかったようである。  
 当時、伊賀良地区公民館主事の今村英明、当時飯田市社会教育課課長の山下舜平は、人








 今村：いやがっているんだけど。  
 宇佐美：いやがっているんでしょうけど。（笑い）  
 山下：いや、実際にはねぇ、そりゃあね。（笑い）  
 今村：ぶちあたると痛いから受けにゃあ、しょうがないって感じでね。  




 今村：まともになったのは、81 年からですかね。  
 宇佐美：ああ、そうですか。第 3 回からですね。  
 山下：まともっていうのは・・・・。  
 今村：会議とか通知がまともだった。というのは、その 2 年間、僕のところに資料が無










宇佐美：それが、3 回目ですか。  

































































見ると、回を重ねるごとに増加している経緯がわかる。第 1 回は 17 会場であったが、人
形劇カーニバルの運営体制が整ってきた第 5 回以降は、一気に 34 会場に増加し、公演数
も 140 公演となった。これにあわせ、開催期間も 4 日間に延長された。  


















表 2-1 人形劇カーニバル 1～10 回 参加劇団数および上演の実態 




第 1 回（1979 年） 2 日間  60 381 17 44 4,150  
第 2 回（1980 年） 3 日間  60 313 19 49 4,328  
第 3 回（1981 年） 2 日間  88 524 20 74 5,125  
第 4 回（1982 年） 3 日間  95 618 24 80 5,838  
第 5 回（1983 年） 4 日間  114 651 34 140 7,202  
第 6 回（1984 年） 〃  112 729 41 137 7,891 18,670 
第 7 回（1979 年） 〃  126 829 54 150 9,208 21,387 
第 8 回（1980 年） 〃  180 1,311 56 141 17,889 28,419 
（15,638）  




〃  330 2,234 107 288 27,008 78,658 
（37,620）  
（出典：いいだ人形劇フェスタ 10 周年記念誌編集委員会，2009，『つながってく－人形たちと歩んだ 30 年－』p260）  




























第 7 回で起きる。  
 
2 第 2 期 第 7～10 回（1985～1988 年）公民館活動として市民への浸透 
2.1 まちづくりを目指す文化運動としての位置づけ  


























 さらに第 7 回より、飯田市における人形劇カーニバルの位置付けおよび基本的な考え方























ることは疑問である。あわせて、行政は、1 回目に 50 万円その後も 3 回目には 70 万円、




























 第 3 回人形劇カーニバルにアメリカとハンガリーから初の海外劇団が参加したのを契機






 これに続き、ウニマ（国際人形劇連盟）が 4 年に 1 度開催している「ウニマ世界大会・




























第 10 回を記念して併催された世界人形劇フェスティバル（日本ウニマ主催）は、9 日間
という通常の倍以上の期間を設定し、海外からの参加 31 劇団 403 人、国内劇団とあわせ
ると 330 劇団 2,234 人、107 会場での上演が実施された。この時も、海外から来た人形劇
人と飯田市民との交流はさまざまな場面に生まれ、地方都市の田舎ならではの温かいもて
なしを受けた海外からの劇人は、その後「IIDA」の名を広く世界に広げることとなった。













と述べ、人形劇カーニバルの 10 年間を評価している。 
第 7～10 回の参加劇団、参加劇団員数、ワッペン売上枚数、観劇者数をみると（表 2-2
参照）、劇団員の参加の増加もさることながら、ワッペン売上枚数は、劇団員の増加以上の
増加が毎年みられる。ワッペン売上数から参加劇団員数を除いた数を単純に市民のワッペ
ン購入数（市民参加数）として推察すると、第 7 回は 8,379 枚、第 8 回は約 2 倍に増加し




表 2-2 ワッペン売上数と劇団員数からみた市民参加数 












第 7 回（1979 年） 126 829 9,208 8,379 21,387 
第 8 回（1980 年） 180 1,311 17,889 17,758 28,419 
（15,638）  
第 9 回（1981 年） 191 1,234 18,375 17,141 33,294 
（17,980）  
第 10 回（1982 年） 330 2,234 27,008 24,774 78,658 
（37,620）  
（出典：人形劇フェスタ 10 周年記念誌編集委員会，2009，『つながってく－人形と歩んだ 30 年－』p260）  
 






3 第 3 期 第 11 回～20 回（1989～1998 年）まちづくりの中核としての拡大 
3.1 まちづくりの中核への位置づけ 












 人形劇カーニバル 10 回を通しての成果については、市民・劇人・行政それぞれに関し
ては、以下のようにまとめられている。 
  
 [報告書] 第 3 節 人形劇カーニバル飯田のもたらしたもの  
 （2）行政の立場から  
   ①今までに人形劇カーニバル飯田ほどに多くのそして幅広い層の市民がかかわり参
画して展開される事業はなく、「文化を基調とした地域づくりの重要性」或いは「地
域づくりにおける文化的側面の重要性」を認識することになった。  
   ②世界人形劇フェスティバルやウニマアジア地域会議の開催、シャルルヴィル・メ
ジェール市との友好都市提携などにより「地方の国際化」が実感される機会とな
った。 
   ③行政内部における人形劇カーニバル飯田に対するコンセプトづくりがなされてい
ない。 
 （3）劇人の立場から  
   ①年 1 回の表現の場が保障され、全国の劇人同士の交流を深め、情報交換を行う機
会となっている。  
   ②束縛されない環境のなかで、また手弁当で参加することで劇人自らのアイデンテ
ィティの発見・認識につながっている。  
   ③現代芸術と伝統芸能が調和した環境づくりを自ら主体的に参加し創造することが
出来る。 







   ②地域の伝統芸能が再認識され、伝統人形浄瑠璃そのものも活性化されてきている。 
                                                   
14 飯田市は 1992 年に『「人形劇のまち」研究プロジェクト研究報告書』をまとめた。  
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   ③人形劇カーニバル飯田の展開を出発点として、いろいろな場面でまちづくりに参
画する人々が現れ始めている。  







工部商業観光課長の 2 名を副座長に、庁内の 12 課から課長を含め 16 名の職員および文化




 「人形劇のまち」については、次のようにまとめている。  
 






















































                                                   




























こうして、1989（平成元）年から 1998（平成 10）年まで、人形劇カーニバル第 11 回




表 2-3 に第 11 回から第 20 回の人形劇カーニバル開催状況の概要をまとめた。第 20 回
は、世界人形劇フェスティバルを開催したため、開催期間が長く、参加劇団及び公演数も
多い。また、参加証ワッペンが、第 14 回までは 500 円であったが第 15 回以降 700 円（3
歳以上一律）となった。 
地区公演を中心とした公演会場数は約 80～90 会場。ワッペン売上数は、11 回目は 20,000
枚を超えていたが、減少し 15,000 枚ほど。観劇者数は、12・13 回に 40,000 人を超えた
55 
 
がそれ以降は 32,000 人ほどを維持している。  
 
表 2-3 人形劇カーニバル第 11～20 回の概要 













（子ども） (人 ) 
第 11 回  
（1979 年） 
4 243 1,472 80 201 20,396 39,588 
（21,394）  
第 12 回  
（1980 年） 
4 271 1,954 81 220 18,924 40,519 
（20,958）  
第 13 回  
（1981 年） 
4 260 1,877 79 215 18,891 40,728 
（21,546）  
第 14 回  
（1982 年） 
4 265 1,881 80 209 17,694 33,070 
（16,645）  
第 15 回  
（1983 年） 
5 307 1,981 90 268 16,742 32,973 
（17,162）  
第 16 回  
（1984 年） 
4 284 1,963 88 239 16,413 32,357 
16,034）  
第 17 回  
（1979 年） 
4 300 1,837 90 211 15,977 31,735 
（15,445）  
第 18 回  
（1980 年） 
4 301 1,883 88 230 14,849 31,276 
（15,696）  
第 19 回  
（1981 年） 
4 283 1,694 90 231 14,867 32,285 
（16,938）  
第 20 回  
（1982 年） 
8 379 2,421 94 293 18,922 51,532 
（22,890）  













を主体とし、ともに行動しつつも行政は本来黒子の立場にあるべきと考えております。       


























































で参加する「市民」という、2 つの活動内容と”市民”が存在するようになった。  
 第 20 回の節目の年を視野に入れ、田中市長は 1994（平成 6）年 9 月の市議会にて市民
にとってのカーニバルの価値を次のように述べている。  
 






























































 なお、地区公演に関しては、1998（平成 10）年 9 月 10 日に飯田市公民館長・主事会合
同会議が早々に開催され、飯田市長から終了決定までの経緯と問題が説明され、それを受
けた協議を通して飯田市公民館は来年以降も人形劇の祭典に取り組む姿勢であることが決
議されたていた16。表 2‐3 に示したように、第 11 回以降第 20 回まで、公演会場数は 80
から 90 会場を維持し、人形劇カーニバルの規模が維持されたまま開催を続けていた事実
からは、地区公演が各地区の地区公民館や分館を中心に安定して実施され、市民に理解が








4 第 4 期 21 回～38 回 市民主導の文化活動への発展 
4.1 市民による新しい祭典の創造 
 開催前に市長の終了宣言が発表された第 20 回の人形劇カーニバルは、周年記念として
                                                   




世界人形劇フェスティバルを併催し、8 日間、380 劇団が参加、市内 94 会場で 290 ステー
ジが上演され、例年以上に大規模な開催であった。  
 終了後、10 月に入り庁舎内にプロジェクトが立ち上げられ、今後の人形劇の祭典につい
て市の考えの方向性をまとめることとなった17。また、10 月 24 日には、市内唯一の短大
である飯田女子短期大学の教授であり市内の幼稚園長を務める髙松和子の呼び掛けにより
集まった市民 9 名により、人形劇カーニバルの必要性や市民にとっての位置づけが話し合
われた。参加したのは、短大教員 2 名（髙松と筆者）、青年会議所メンバー4 名、飯田子ど




以上のように、11 月 15 日に予定されていた人形劇カーニバル実行委員会解散前に、行
















                                                   
17 1998 年 10 月 16 日付の信濃毎日新聞に「人形劇カーニバル 市が庁内プロジェクト－
飯田の祭典特色どう示す」のタイトルで、庁内プロジェクトの設置について報道された。  
18 1998 年 10 月 26 日付信濃毎日新聞に「新時代へ市民の意見を、グループや個人初会合  
 位置づけや運営行政と対等に」のタイトルで報道された。なお、筆者もこの会議に参加
した 1 名であった。会議の内容に関しては、手元に残る会議記録等を資料にまとめている。  
19 飯田女子短期大学教授・慈光幼稚園長高松和子の呼びかけにより、人形劇カーニバルに
関わっていた青年会議所、市民会議、市内の人形劇団および劇人実行委員ら、団体個人の
市民によって組織された。第 1 回の会議は 10 月 24 日に開催され、9 名が参加（信濃毎日








































カーニバルから引き続き補助金が助成されている。人形劇カーニバル第 1 回は 50 万円（予
算総額 235 万円）であったが、第 6 回で 200 万円（予算総額 556 万円）、第 11 回目以降
徐々に増額され、第 18 回目には 1,500 万円（予算総額 3,140 万円）、第 20 回の世界人形
劇フェスティバル同時開催の際には 1 億 1,670 万円（予算総額 1 億 4,440 万円）の特別補
助が市財政から支出された。  














 飯田市は、第 4 次飯田市基本構想（1996～2005 年）において、飯田市の目指す都市像
として「人も自然も輝くまち 飯田 環境都市を目指して」を掲げている。そして、産業
づくり、都市づくり、人づくりの 3 つの重点目標を置き、5 つのプロジェクトを設けてい













図 2-1 人形劇のまちづくり概念図  




 人形劇フェスタ 16 年間の地区公演会場および地区公演実行委員会に参加した市民の変
動は、表 2-4 にまとめた。  
 地区公演会場は、人形劇フェスタに移行してからの 16 年間をみても、およそ 75 会場程
を維持し続けている。あわせて、運営スタッフの参加に関しても、地区実行委員は、人形
劇フェスタ開始当初の 1,200 人から増加し、人形劇フェスタ 10 周年記念の際は 2,000 人
を超えたが、現在は 1,900 人程となっている。期間中のボランティアであるサポート・ス






表 2-4 人形劇フェスタ公演会場および運営参加市民数の推移 
 公演会場 （会場） 運営参加  （人） 







第 1 回 81 11 ― 92 ― ― 369 ― 
第 2 回 71 25 ― 96 ― 1,277 456 ― 
第 3 回 74 23 3 100 65 1,305 830 2,200  
第 4 回 72 27 4 103 86 1,465 649 2,200 
第 5 回 75 25 6 106 79 1,482 573 2,134 
第 6 回 77 32 8 117  66 1,638 560 2,264 
第 7 回 79 29 7 115 52 1,707 396 2,155 
第 8 回 79 47 8 134 62 1,946 452 2,460 
第 9 回 78 39 8 125 62 1,992 458 2,510 
第 10 回 91 51 9 151 88 2,015 666 2,769 
第 11 回 76 51 10 137 86 1,928 470 2,484 
第 12 回 76 49 10 135 80 1,641 444 2,165 
第 13 回 74 48 9 131 80 2,069 379 2,528 
第 14 回 72 52 10 134 82 2,108 323 2,513 
第 15 回 73 49 10 132 81 1,626 362 2,069 



































































の結果、38 年間の歴史において行政主導から市民主導への 4 期における行政、市民、そし
て住民の関係の変遷が明らかになった。  
第 1 期（人形劇カーニバル第 1 回～第 6 回）は、行政主導によってスタートした人形劇
カーニバルが形を定着させ、市民への理解を拡げ始めた 6 年間である。  
 









         
 



































加した。そして、第 1 回目には 50 万円であった市の助成金は、第７回に 350 万円、第 9




     
 









         
 
   図 2-3 行政と住民・市民の関係：2 期        （筆者作成） 
行政 劇人 

























         
 
 








人形劇カーニバルは市長の終了宣言により第 20 回をもって幕を閉じた。 
第 4 期（人形劇フェスタ第 1 回～現在：第 18 回）は、市民によって組織された実行委
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図 2-5 行政と住民・市民の関係：4 期             （筆者作成） 
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この地区公演の運営に 1,900 人の住民が参加し、市民文化活動として 38 年にわたり継続
開始されている点である。  
では、飯田市の公民館活動、さらには人形劇フェスタを 38 年にわたって住民が支え続












1 公民教育の振興と公民館  
 公民館は、戦後の荒廃した状況の中で、民主主義体制確立のための「公民教育」奨励を
目的に設置された。設置に至っては、1946（昭和 21）年 7 月に文部次官通牒「公民館の
設置運営について」にその構想が打ち出され、翌年の教育基本法第 5 条、1949（昭和 24）
年の社会教育法第 7 条により正式に法制化され公的に発足した。次官通牒作成の責任者で
あった寺中作雄は、次官通牒が発せられる半年前 1946 年 1 月に、雑誌論文として「公民






























2 社会教育の理念の形成  































































































































































                                                   
20 1984(昭和 59)年第 1 回総会が総理官邸において開催され、諮問は「我が国における社
会の変化および文化の発展に対応する教育の実現を期して各般にわたる施策に関し必要な
改革を図るための基本的方策について」という包括的な課題の下に行われた。1986（昭和





































                                                   


















































めた結果、1999（平成 11）年に 19,063 館であった全国の公民館設置数（類似施設を含む）

















































































































1947（昭和 22）年 10 月に座光寺村（現飯田市座光寺地区）に、12 月に龍江村（現飯田
市龍江地区）に、翌 1948（昭和 23）年 3 月に竜丘村（現飯田市竜丘地区）に、翌 1949




（昭和 43）年に 1 館制から 5 館に分離し、それぞれ地区公民館として位置づけられた。そ
の後も 1993（平成 5）年 7 月 1 日に上郷町、2005（平成 17）年 10 月 1 日に上村、南信
濃村と合併し、現在は、地区公民館 20 館を取りまとめる中央館的な役割を担う飯田市公





































図 4-1 地域自治組織のイメージ図（出典：飯田市資料より） 
 
新制度の導入における公民館の位置づけに関しては、飯田市公民館長会と飯田市自治連






























2007（平成 19）年より実施された新たな地域自治組織は、以下の図 4-1 のとおりであ
る。 
 
２ 飯田市の公民館の組織  
 飯田市には、市の中央公民館的役割を担う飯田市公民館、各地区に１つずつ配置された
地区公民館、そして、集落＝区に配置された自治公民館の分館、以上の 3 種類の公民館が








ある。現在、地区公民館は 20 地区に 1 館ずつ配置され全部で 20 館。分館は 20 地区のう






















 2.2 地区公民館 
 地区公民館は、ほとんどが小学校区と共通の範域となっている市内全 20 の行政区画の
地区に、各 1 館ずつ設置されている。地区公民館には、飯田市非常勤特別職員の館長と飯
田市常勤専任の公民館主事が配置されている。また、いくつかの公民館には管理係が配置
































































































                                                   
25伊賀良公民館への聞き取りおよび、伊賀良地区まちづくり協議会総会資料公民館委員会
報告等よりまとめた。  



















4.1 公民館の三層構造システムによる住民参加の拡がり  





































金は、市の補助金の 10%、180 万円であり、これを単純に地区会場 75 会場で割ると 1 会
場あたり 2 万 4 千円の補助金となる。さらに、住民の交流を目的とした夏祭りの一部とし
て人形劇を楽しむコーナーを設け、ここを地区公演の場として人形劇上演を行ったとして
も、地区公演企画として申請し採択されれば、ほぼ希望の補助金が獲得できる。地区公演
企画への補助金は、ワッペン売り上げの 10%となっており、およそ 90 万円である。毎年

















ることも大きく影響して、公民館活動として 38 年にわたり継続開催しているといえる。  
 
4.2  主事の役割 



















































































































 その構造としては、①3 層に分化しているケース（北方区）と②2 層に分化しているケ




















20 あるが、その内の 1 つ江戸浜町会のみ分館（江戸浜分館）活動を行っている。  
 現在、飯田市には、20 地区に 103 の分館（条例分館 27、類似分館 76）が設置されてい

















り、それは以下の 4 つの型に分類できた。 
①近世村の集落と一致する「集落」。  
②複数の近世村が統合された「集落」（龍江地区。近世村の集落は、大屋敷村・尾科村・石
林村・宮沢村・雲母村・安戸村・今田村の 8 つであるが、現在、第 1・2・3・4 区に編
成され分館が設置）。  
③小字単位の「集落」（川路地区。近世村の集落は下川路村１つであるが、現在の集落は 2・













                                                   
27 飯田市公民館による『平成 26 年度飯田市公民館活動記録』により 103 館の分館の世帯
数をみると、最小は千代地区芋平分館の 19 戸、最大は伊賀良地区北方分館の 1,929 戸と
大きな差があり、分館の規模も構成も一様ではない。このような分館の規模の格差は、同
一地区内においてもあり、例えば、伊賀良地区では、最小は三尋石分館の 184 戸で、北方
分館の約 10 文の 1 である。 
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合 併 前 の町




落 ・ 村 との
合致
合 併 前 の町




落 ・ 村 との
合致
上飯田町 橋北 江戸浜 千代村 北部
S12 橋南 （なし） S39 芋平 芋平村
飯田町 羽場 （なし） 野池 野池村







諏訪町 龍江村 第一 今田村
座光寺村 S39 第二 安戸村
S31 第三 宮沢村
松尾村 上溝 第四 尾林村
S31 久井 石林村
水城





明 竜丘村 駄科 駄科村
清水 S31 長野原 長野原村
城 時又 時又村
八幡 桐林 桐林村
代田 毛賀村 上川路 上川路村
毛賀 川路村 2
常盤台 S36 3
下久堅村 知久平 知久平村 4




南原 南原村 三穂村 伊豆木村
下虎岩 S31 立石村
上久堅村 1 下瀬村
S39 2 柏原村 M8~14
3 三綱村 .
4
M14 ～ 22 再
び 3村
5


































合 併 前 の町




落 ・ 村 との
合致
合 併 前 の町




落 ・ 村 との
合致
山本村 東平 上郷町 上黒田 上黒田村





竹佐 竹佐村 飯沼南 飯沼村
箱川 M16 箱川村 南条 南条村
久米 久米村 別府上 別府村
二ツ山 別府下
伊賀良村 下殿岡 下殿岡村 上村 上町
S31 上殿岡 上殿岡村 H17 中郷
三日市場 三日市場村 程野
北方 北方村 下栗
大瀬木 大瀬木村 南信濃村 和田橋北
和 田 村 ～
M30
中村 中村 H17 和田橋南
三尋石 八重河内 八重河内村






































一般的にみられる主要な集団としてつぎの 10 種をあげている。一  行政的地域集団、二 氏
子集団、三 檀徒集団、四 講中集団、五  近隣集団、六  経済的集団、七  官制手段、八  血




















ら続く集落を基盤とする 6 区の計 7 区から成る。人口減少が進む飯田市のなかで流入人口







・実施日：平成 26 年 1 月 
・実施方法：伊賀良地区北方・大瀬木・中村区の区長に対し、筆者が調査員として面接
調査法にて調査を行った。  
①北方区長 神部和卓氏 （平成 26 年 1 月 22 日） 
       ②中村区長 熊谷義博氏 （平成 26 年 1 月 18 日） 



































 図 5‐2 伊賀良地区の自治区画                      （筆者作成） 
 










回覧板は市の広報誌が最低月 2 回発行され、隣家との定期的な交流にも役立っている。  
 
 ②地縁的組織の実態（水利組合、共有林、氏子）  
伊賀良地区の現在の農家数は 430 戸、専業農家数は 106 戸、このうち男子生産年齢人口































表 5‐1 伝統的地域社会の実態                                        （筆者作成） 





















氏子の年会費 1,000 円  
あり  
氏 子 へ の 祭 礼 の 費 用 負 担
5,000 円  
結婚式  班の全戸の夫婦を招待  班の全戸の代表者を招待  班の全戸の夫婦招待  
講  現在も行っている。  現在は無い  現在は無い  
ムラ仕
事  
水辺の美化管理  道造りは自治会協議員のみ  
河川清掃は全戸が参加  
並木整備  









区費年間 持家 4,000 円  
   アパート 3,000 円  
組合費 3,000 円  
自治会入会費 平成 6 年以降
なし  
区加入金（区有財産共有負担
金）20,000 円  
区費持家 3,500 円  
借家等  3,000 円  
平加入金 平ごと 0～80,000
円  
区加入金 15,000 円  
区費持家年 4,200 円  
借家等 2,500 円  













































た。（図 5-3 参照） 
                                                   











 本研究の分館長への調査結果では、北方区の北方分館の予算は、総額 1,500,000 円で、
そのうち伊賀良地区のまちづくり委員会からの分館事業補助金は 40％、北方区まちづくり
委員会から 60％。中村区の中村分館の予算は 1,380,000 円で、そのうち伊賀良地区のまち






















































分  館  世帯数（世帯）  分館施設（住民の呼称）  
下殿岡分館  330  下殿岡公会堂 （公会堂）  
上殿岡分館  407 上殿岡区集会所 （集会所）  
三日市場分館  375 三日市場研修センター（研修センター）  
北方分館  1,789 北方コミュニティ消防センター（北方会館）  
大瀬木分館  1,144 大瀬木コミュニティセンター（コミュニティ）  
三尋石分館  182 三尋石市営集会所   （集会所）  
中村分館  644 コミュニティ消防センター（中村会館）  





表 5‐3 各分館の役員 （筆者作成） 






会計  監事  文 化 部  体 育 部  広 報 部  
内正副部長
1 名 ず つ  
内正副部長
1 名 ず つ  
内正副部長
1 名 ず つ  
下殿岡分館  男 1 －  男 1 男 1 －  男 3 女 4 男 4 女 3 男 1 女 1 
上殿岡分館  男 1 －  男 1 女 1 ( 書 記 ) 
女 1 
男 2 女 1 男 2 女 1 男 2 
三日市場分館  男 1 －  男 1 男 1 －  男 2 女 1 男 2 女 1 男 1 
北方分館  男 1 男 1 男 1 男 1 男 2 男 19 女 4 男 20 女 3 男 1 女 1 
( 自 治 会 も
合 同 ) 
大瀬木分館  男 1 男 1 男 1 男 1 －  男 1 男 1 男     1 
三尋石分館  男  1 －  男  1 女    1 男    1 男女   4 男女   4 男女   4 
中村分館  男  1 －  男  1 男    1  男 5 女 5 男 6 女 4 男     2 
 
 任期は、3 年間となっている三日市場分館以外の分館は全て 2 年任期とし、伊賀良地区
6 区の分館役員は全員そろって役員が入れ替わる。三日市場分館は 3 年任期で、半数ずつ
の入れ替わりとなる。  








































中   でしめしたもの）。なお、人形劇フェスタの地区公演は、自治会の委員会ではなく、
地区内の保育園の保護者会や上演小学生劇団の PTA といった諸団体と協力して実施して












表 5‐4 分館の活動 （筆者作成）   
●は各分館独自開催の活動。▲は地区公民館と合同開催の活動。   は区の自治会と連携開催の活動。 
















（年 4 回）  



























































































































図 5‐4 伊賀良地区公演実行委員会組織図  （筆者作成） 
 
2012 年度は地区公民館と 7 分館が参加し、6 会場 7 公演を実施した。伊賀良地区  地区
公演実行委員会は、実行委員長を伊賀良地区公民館長、総括責任者を伊賀良地区公民館文



























































































































































































































































































会 場  




























































































上殿岡分館役員中心＋保育園 (公 )保護者会  
・会場責任者は、下殿岡分館長  
・会場責任者は、上殿岡・下殿岡分館の分館長が交替で行う。
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    ↓ 












    ↓ 
第 1 回の実行委員会の内容を、会場責任者は、各会場ごとの運営に活かし、準備を進め
る。催日までの間に、会場ごとの事前の打ち合わせ会議および準備等が進められる。  
    ↓ 




    ↓ 
7 月 20（金）・21（土）日：プレフェスタの開催  




    ↓ 
8 月 2（木）～5 日（日）：人形劇フェスタ開催期間  
 各会場ごと地区公演を実施。  
    ↓ 
8 月 10 日（金）：伊賀良地区人形劇フェスタ 2012 第 3 回伊賀良地区実行委員会  
 各会場ごとの反省をまとめ、慰労会を行う。 
 



































公演実行委員会も事前 2 回、事後 1 回。各会場の会議も 1～2 回。会場責任者や会計等の
                                                   











・調査対象：いいだ人形劇フェスタ 2015 の地区公演実行委員会に参加した公民館役員  









 付属資料４に、調査項目および結果の一覧を記載する。  
  
①地区公演に関する会議開催について 






表 5‐6 会議回数              N=118 (%)  
1 か月に 1 回  48.1 
2 か月に 3 回  13.9 











































表 5‐9 地区公演実行委員を終えて楽しかったこと（複数回答）       N=118 (%) 
子どもたちが人形劇を楽しんで観劇していたこと 88.0 










 表 5-11 より、観劇参加の意志は「とてもそう思う」25.5％、「まあまあそう思う」51.9％


























































表 5-10 後の運営参加の意志      N=118 (%) 
 とてもそう思う  7.6 
まあまあそう思う 28.6 
どちらでもない  37.1 
あまり思わない  17.1 
まったく思わない 9.5 
表 5‐11 今後の観劇参加の意志      N=118 (%) 
とてもそう思う 25.5 
まあまあそう思う 51.9 








































































































2 点目は、調査を実施した 2014（平成 26）年 3 月時点における飯田市の幼稚園・保育園
の在園児数 3,662 人、世帯数 3,083 世帯、就園率 3 歳以上 94.5％、3 歳未満の乳児保育が
30.5%32であることより、市内の就学前の乳幼児全体の 3 歳未満は約 30%であるが、本調
査が 3 歳以上の約 95%を対象とした調査となるため、調査対象は就学前の子どもを持つ保




                                                   

















1．2 保護者調査について  
①実施期間：2014 年 3 月。 
②調査対象：飯田市内全幼稚園（6 園：私立 5 園、内 4 園は認定こども園。公立 1 園。）・






④回収数（回収率）：配布数 3,083 枚、回収 2,028 枚。（66.8％） 





・性別：男性  5.9%（119 人） 女性 93.4%（1,877 人） NA 0.7%（14 人） 
 女性が約 95%と、回答者の多くが女性であった。  
・年齢：95%の人が 45 歳未満であり、生まれたときにはすでに飯田市で人形劇フェスタ





える。（表 6-1 参照）  
 
表 6-1 年齢別回答者数          単位：%(人)  N=2010 
現在の年齢 
 
  フェスタ開始当時の年齢 
19 歳以下 0.0  (1)  
      
 
      0 歳 
20～24 歳 1.2 (24) 
25～29 歳 9.5(191) 
30～34 歳 29.0(583) 
35～39 歳 36.9(723) 0～4 歳 
40～44 歳 19.2(385) 5～9 歳 
45～49 歳  4.0 (81) 10～14 歳 
50～54 歳  0.3  (7) 15～19 歳 
55 歳以上  0.3  (7) 20 歳以上 




①実施期間：2014 年 3 月 
②調査対象：飯田市内全幼稚園（6 園：私立 5 園、内 4 園は認定こども園。公立 1 園。）・




④回収数（回収率）：配布数 41、回収 24 園。（58.5％） 




2 市民の観劇参加の実態  
2.1 市民の観劇参加の実態  
 表 6-1 に示したように、回答者の 95%が 45 歳未満であり、人形劇フェスタが 1979（昭











表 6-2 就学前期から現在までの居住地別人形劇フェスタへの参加       単位：%(人) 
  フェスタに参加した フェスタに参加しない 居住者数 
就学前期 飯田市内居住 63.3 (542) 36.7 (314) N= 856 
N=1555  飯田市外居住  7.4  (52) 92.6 (647) N= 699 
小学生期 飯田市内居住 72.8 (712) 27.2 (266) N= 978 
N=1705 飯田市外居住 10.1  (71) 89.9 (630) N= 701 
中学生期 飯田市内居住 13.3 (146) 86.7 (954) N=1100 
N=1776 飯田市外居住  1.5  (10) 98.5 (666) N= 676 
高校生期 
N=1870 
飯田市内居住  3.6  (43) 96.5 (1145) N=1188 
飯田市外居住  1.6   (11) 98.4 (671) N= 682 
高校卒業後 飯田市内居住 19.4 (167) 80.6 (694) N= 861 
N=1907 飯田市外居住 4.0  (42) 96.0(1004) N=1046 
現在：保護者 飯田市内居住 49.4 (948) 50.6 (971) N=1919 

















表 6-3 就学前から現在までの人形劇フェスタへの参加形態            単位：%（人） 
 観劇 上演 運営ボランティア その他 参加者実数 
就学前期 97.3 (579）  3.0 (18) ￣ 1.3 (8) N=595 
小学生期 97.3 (765) 57.2 (45) ￣ 0.5 (4) N=786 
中学生期 82.1 (128) 19.2 (30)    8.3  (13) 1.9 (3) N=156 
高校生期 64.8 (35) 9.3 (5) 29.6  (16) 3.7 (2) N=54 
高校卒業後 79.1 (167） 8.1 (17) 20.9  (44) 9.0(19) N=211 




















表 6-4 就学前期・小学生期の人形劇フェスタへの参加・不参加別現在の人形劇フェスタへの参加  単位：%(人)                          
  
    現    在    
人形劇フェスタに参加した   参加しない   
就学前
期 
人形劇フェスタに参加した 54.5 (323) 45.5 (270) N=593 
参加しない 46.9 (448) 53.1 (508) N=956 
小学生
期 
人形劇フェスタに参加した 52.6 (412) 47.4 (372) N=784 


















表 6-5 自分 1 人または大人だけの観劇について   単位：%（人）Ｎ＝2,010 
実際に行くことがある        4.5   (91) 
行ってもいいと思うが行ったことはない 49.2  (989) 
そのように思える人形劇が無い 4.0   (81) 
行かない 38.5  (774) 
その他 0.3    (7) 
NA 3.4  （68） 
 
・観劇参加の動機としての子ども 
子どもの人形劇観劇の推奨については、表 6-6 のように、およそ 80％の人が、子どもに
人形劇を観せたいと考えていた。  
 
表 6-6 子どもの人形劇観劇の推奨     単位%（人） N=2,010 
考える  79.0   (1,588) 
考えない 14.1     (283) 
その他     6.7     (135) 






表 6-7 子どもに人形劇を観劇させたい理由  （複数回答）N=1,588  単位：人、(%） 
子どもが喜ぶ     1,386  (87.1) 
子どものためになる 981 (61.7) 
自分が楽しい 545 (34.3) 
安価である 118  (7.4) 
その他（飯田の文化だから。親子ともに楽しめる。）   44   (5.3) 

















3.1 幼稚園・保育園の保育活動における人形劇の活用  
①観劇の活動 
 教育課程・保育課程の中に人形劇を取り入れていた園は、表 6-8 に示したように、2013
年度に取り入れていた園は 17 園、かつて取り入れていた園は 1 園で、計 18 園 75%だった。 
また、2013 年度に人形劇観劇を教育課程・保育課程に取り入れていた園での観劇実施回
数は、表 6-9 に示したように、年間 2 回以上実施している園が回答対象の 17 園のうち 13
園で 75%以上であった。他の地域との明確な比較はできないが、平成 26 年 6~9 月におい
て筆者が訪問した大阪府・京都府・奈良県の幼稚園・保育園 10 園ほどに質問したところ、






劇団の劇団員を講師に月 1 回 8 ヵ月指導を受け、小グループに分かれて１本人形劇をつく
る。制作した作品は、2 月の成果発表会、翌年度 8 月の人形劇フェスタでの上演の他、市
内保育園の巡演上演を行う。そもそも保育所行政の管轄は、保健福祉部子育て支援課であ
り、保育士を対象に実施される毎月 1 回の各種講習会33は、全て子育て支援課が主催し保
                                                   











表 6‐8 教育課程・保育課程への人形劇観劇の組み入れ 
N=24  単位：園（%） 
2013 年度に組み入れていた 17 
18（75.0） 
かつて組み入れたことがある 1 











表 6‐10 教育課程・保育課程への人形劇を演じて遊ぶ活動の導入  
N=24  単位：園（%） 














表 6‐9 2013 年度の人形劇観劇の回数  
N=17（2013 年度に観劇を実施した園）単位：園（%） 
1 回 4（23.5） 
 
2 回 5（29.4） 
 
3 回 4（23.5） 
 
4 回 4（23.5） 
 
表 6‐11 人形劇を演じる活動の実態                N=24   単位：園  
 
 
3 歳未満 3 歳 4 歳 5 歳 
即興的に演じて遊ぶ 9 12 11 11 
絵本などをもとに演じて遊ぶ 6 12 15 15 
発表会で発表する 1 6 7 13 
その他  3 1 4 3 
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表 6-12 人形劇の教育的意義  
（複数回答） n=24 単位：園（%） 
感性 23 （95.8） 
想像力 22 (91.7) 
表現力 20 (88.3) 
言語獲得 20 (88.3) 
創造力 17 (70.1) 
お話を理解する力 17 (70.1) 
人とかかわる力 14 (58.3)  
他者理解 9  (37.5)  
推察力 6  (25.0 ) 
その他 1   (4.１） 
 
3.3 人形劇フェスタの理解  
①観劇活動の取り入れと人形劇フェスタ 













表 6-13 教育課程・保育課程への人形劇の取り入れに 
人形劇フェスタが影響しているか  
N=18（観劇活動を導入している園） 単位：（%） 
そう考える 16 (88.9) 
そう考えない 2 (11.1) 
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表 6‐14 教育課程・保育課程に人形劇観劇を取り入れていることに人形劇フェスタがあることが影響していると考える理由  










表 6‐15 に示したように、教育課程・保育課程に演じる活動を取り入れている 15 園で
は、10 園 70%の園で「人形劇を演じて遊ぶ活動の取り入れは人形劇フェスタがあること






表 6‐15 教育課程・保育課程に人形劇を演じる活動が取り入れられているのに人形劇フェスタが影響しているか 
N=15（演じて遊ぶ活動を取り入れている園） 単位：園 （%） 
そう考える 10  (66.7) 







（複数回答） N＝10（影響していると考える園） 単位：園（%） 
人形劇フェスタがあることで保護者や子どもが人形劇に親しんでいる 9 （90.0 ） 
保育者が人形劇について学ぶ機会が多い 5 （50.0） 
人形や台本などを手に入れやすい 5 （50.0） 











表 6‐17 保護者への人形劇フェスタの情報提供およびワッペン購入の案内  
N=24(回答者全園） 単位：園 （%） 
情報提供やワッペン購入の案内をしている 24 （100） 








































 今回の保護者調査の回答者は、男性が回答者全体（N=2010）の 5.9%(119 人)、女性が 93.4%











                                                   
34 内閣府平成 20 年男女共同参画白書によると、女性の地域活動への参加意欲は高いもの
のの、実際、地域の活動や NPO などで役員にあたる女性は男性に比げ極端に少ない。  
表 6-18 人形劇フェスタへの参加・不参加別公民館活動への関心             単位：%(人) 
  公民館活動への関心     
とてもある まあまあある あまり無い 全く無い Ｎ 
今 年 の 人 形
劇フェスタ 
参加した 6.2(59)  52.9(508)  35.6(342)   5.3 (51)  N=960 




表 6-19 人形劇フェスタへの参加・不参加別公民館活動への参加        単位：&(人） 





やや消極的 全く消極的 Ｎ 
今年の人形
劇フェスタ 
参加した 2.9(28)  36.0(345)  38.9(373)  22.2(213)  N=959 
参加しない 1.6(16)  20.4(209)   37.4(383)   20.6(416)  N=1024 
 
表 6-20 人形劇フェスタへの参加・不参加別自治会への意識             単位：%(人) 
 
自治会への意識 
とてもある まあまあある あまり無い 全く無い Ｎ 
今年の人形
劇フェスタ 
参加した 3.5(33)  47.9(458)   38.1(365)  10.6(101)  N=957 
参加しない 0.9( 9) 20.6(312)    47.1(481)  21.4(219)  N=1,021 
 




とても積極的 まあまあ積極的 やや消極的 全く消極的 Ｎ 
今年の人形
劇フェスタ 
参加した 3.3(32)  36.2(347)  38.8(372)  21.7(208)  N=959 
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付属資料４ 
  地区公演実行委員会の実態 






・実施日：平成 26 年 1 月 
・実施方法：伊賀良地区北方・大瀬木・中村区の区長に対し、筆者が調査員として面接調査法
にて調査を行った。 
①北方区長 神部和卓氏 （平成 26 年 1 月 22 日） 
       ②中村区長 熊谷義博氏 （平成 26 年 1 月 18 日） 





































 伊賀良まちづくり協議会北方区の自治組織は、図のように、小区、組合、班 というように 3
段階の組織となっている。小字にあたる小区は北方区内を 4 つに分け、1 小区から 4 小区の 4 つ
に分かれている。小区を成す組合は、4 小区あわせて 20 組合。組合の下に位置する一番小さな集
団である「班」は、およそ 10 軒ほどで形成され、回覧板が回覧されるいわゆる隣組の集団であ



















区内の戸数は 1849 戸、人口は 5,122 人である。 


















 河川は新井川と大井川の 2 本があり、大井川は、隣接する鼎地区の一部の区、竜丘地区の一部
の区と合同で管理している。市の担当は、林務課があたっている。 
・共有林 







20 年ごろ県の里山整備事業の補助事業で植樹した山桜 5000 本の管理を行い、毎年 4 月 20 日ご
ろに桜祭りを開催している。 
・氏神、氏子 
 氏神は区内に、佐倉神社と育良神社の 2 つを有する。佐倉様は北方 3 小区の他、伊賀良地区内
の他の区（集落）の上殿岡区、下殿岡区から氏子総代が出て、大総代が選出される。佐倉様の祭
典は、4 月下旬の日曜日に春祭りが、10 月 20 日に秋祭りが実施される。神輿、子ども神輿、公
民館役員や壮年会による餅つき、焼き鳥やきそばなどの屋台がでて、賑やかに開催される。 
 育良神社は、北方区の 4 つの小区から一人ずつ総代が出る。育良神社の祭礼は、春祭りが 4 月
第 1 土曜日、日曜日ごろ。秋祭りが 9 月 30 日・10 月 1 日に行われる。北方区の伝統芸能である
獅子舞が、北方獅子舞保存会により奉納上演される。 
 2 つの神社とも祭礼の費用は、氏子を中心とした住民の寄付金によって賄われる。 
・寺院（檀家・墓地） 
 真敬寺が区内にあるが、昭和 30 年代以降住職がいない。 




















・区長 1 名：前役員が候補者を立て依頼する。内諾を取り、総会にて承認を得る。 
・副区長 1 名：区長になる人が、さまざまな観点から考え、依頼する。 
・会計 1 名： 





















3000 円は、平成 6 年から廃止した。現在は、年間の区費が一般住宅（持ち家・戸建 4000 円、借













・副分館長 1 名（男性）：前分館正副会長・館主事・部会長などの役員が相談して指名。 
・分館主事 1 名（男性）：前正副分館長・分館主事が相談して指名。 
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・会計 1 名（男性） 
・監事 2 名（男性） 
・文化部 23 名（男性 19・女性 4） 
・体育部 23 名（男性 20・女性 3） 





















おまけみたいなもの」と述べ、区のたくさんある行事の 1 つであると捉えていた。 
 



































の構成。中平と中川平は、「部」を置かずその下に「班」が置かれる 2 層の構成になっている。 
 
・人口および戸数 
























に得られるように、入会時のみ一時金を 2 万円支払うこととした。かつては入会金が 10 万円に































 上中村 6・中平 4・中川平 4・下中村 3 名と区長の 18 名で区自治会を組織する。 
 役員会は次の役職 8 名で組織する。 
・区長 1 名 区長は、各平から 2 名ずつ選出された 8 名と、事務局として前区長の 2 名の合計
10 名で、選考し指名する。中村区まちづくり協議会で最終決定される。 
・副区長 1 
・会計 2 名（女性） 
・書記 1 名 
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・財産区山林委員長 1 名 
・社会委員長 1 名 
・建設委員長各 1 名。 
 その他区のまちづくり協議会の委員が区長と各平からの代表者合計 11 名で構成する。 















 平加入金は、上中村なし、中平 31,000 円（中平公会堂建設負担金）、中川 68,000 円（過入金
16,000円 公会堂建設負担金52,000円）、下中村80,000円（加入金50,000円 墓地権利金30,000
円）。 








 ・分館主事 1 名（男性：輪番であたった組合の役員から話しあいによる選出。 
 ・副主事 1 名（男性） 
 ・会計１名（男性） 
 ・文化部 10 名（男性 5・女性 5）：各組合により慣例的にどの専門部に配属されるかが決定さ
れる。 
 ・体育部 10 名（男性 5・女性 5） 
 ・広報部 2 名（男性） 
 任期は 2 年。ただし、副分館主事が次年度分館主事となるよう、他の役員は一度に交代するが、
主要な役員は一人ずつ交代して活動に支障が出ないようにしている。 
（予算） 

































となり、全部で 14 組合がある。組合の下には班があり、全部で 82 班あり、1 組合につき多い組
合は 10 班、少ない組合は 3 班となっている。1 班はおよそ 10 軒ほどで組織されている 
・人口および戸数 















































・区長 1 名：現区長から 3 代前の区長が集まり選出。 
・会計 1 名：以下の役員は、14 組合から 1 名ずつ選出されたなかで役職が決定される。 
・書記 1 名 
・総務社会委員長 1 名 
・産業土木委員長 1 名 
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・安全委員長 1 名 
・環境衛生委員長 1 名 
・ひまわり子ども委員長 1 名 
・公民館委員長 1 名 
・健康福祉委員長 1 名 
＊その他、区の協議委員を各組合から 1 名ずつ 14 名と、女性委員 3 名を出す。 
（自治会費） 
 区費は加入時負担員として 15,000 円、年間の区費は持ち家は 4,200 円、借家・アパートは年





 ・分館長 1 名（男性） 
 ・副分館長 1 名（男性） 
 ・分館主事 1 名（男性） 
 ・会計 1 名（男性） 
 ・文化部 （人数不明） 
 ・体育部 （人数不明） 









































































①考える     (79.0)  → １－２へ 
②考えない (14.1)  → １－３へ   → 続いて１－４へお進みください。 





     ①子どもが喜ぶ  (87.1)    ②自分が楽しい  (34.3) 
③子どものためになる (61.7)         ④時間がつぶせる  ( 5.0) 
⑤安価である  ( 7.4)    ⑥その他   (5.3)  
                          飯田の文化だから。 





①子どもが喜ばない   (11.2)  ②自分がおもしろくない  (12.7) 
③特に子どものためにならない ( 1.4)  ④時間がない    
(51.4) 
⑤お金がかかる          (12.8)  




①実際に行くことがある             ( 4.5) 
②行ってもいいと思うが行ったことはない      (49.3) 
③そのように思える人形劇がない          ( 4.0)  
④行かない                         (38.6) 









①５回以上  ( 9.4 )   ②３～４回     (16.5)     ③１～２回    (30.8) 
④０回      (43.0)  → 【３】へお進みください。 
 
２－２ どのような時に観ましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。(単位：％) 
①人形劇フェスタ        (85.5) 
②飯田文化会館など行政が主催した人形劇公演（飯田人形劇場・川本喜八郎人形美術
館・竹田扇之助国際糸操り人形館・風越し子どもの森などで）    ( 9.4) 
③図書館のお楽しみ会等        ( 6.2） 
④りんごっこ劇場（２月に飯田女子短期大学で開催）    ( 2.5) 
⑤保育士さんの人形劇研修発表会（２月に開催）      ( 8.2) 
⑥保育園・幼稚園・小中高等学校での子ども・保育者・保護者の発表         (23.2) 
⑦地区の自治会や公民館の催し・お祭り             (13.3) 
⑧商店の催し          ( 1.1) 
⑨その他              




①５回以上  (15.3)    ②３～４回  (28.5)    





①子どものもの   (32.4)     ②身近である    (29.5)  ③おもしろい  (57.6) 
④空想的である   (17.9)      ⑤感動できる    (24.0)  
⑥造形・美術がおもしろい (44.1) 
⑦演劇と違ってモノを見立てるところがおもしろい (16.4)  
⑧教育的である   (22.6)      ⑨気取らない   (10.0)   ⑩安っぽい   (0.9)  









①現在の飯田市南信濃地区・上村地区   ( 2.5) 
②現在の飯田市上郷地区・鼎地区       (15.0) 
③ ①②以外の飯田市                  (41.9) 
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④飯田市以外の南信（上下伊那郡）     (18.8) 
⑤その他                                    (21.5) 
４－２ 就学前の保育園・幼稚園児等の時期、人形劇フェスタ（カーニバル）に参加（観劇・
上演など しましたか。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。(単位：％) 
①参加した    (29.6)    → ４－３へお進みください。 
②参加しなかった   (47.8)   → 【５】へお進みください。 
③記憶にない    (20.4)   → 【５】へお進みください。 
 
４－３ 【４－２で①と答えられた方におうかがいします。】(単位：％) 
  どのような参加をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 





けてください。）                      （単位：％） 
①現在の飯田市南信濃地区・上村地区    ( 2.3) 
②現在の飯田市上郷地区・鼎地区        (15.0) 
③ ①②以外の飯田市                   (43.1) 
④飯田市以外の南信（上下伊那郡）     (19.0) 
⑤その他                              (19.9) 
 
５－２ 小学生の時期、人形劇フェスタ（カーニバル）に参加（観劇・上演など）しましたか。
あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。   (単位：％) 
    ①参加した    (39.1)   →  ５－３へお進みください。 
②参加しなかった   (45.8 )  →  【６】へお進みください。 
③記憶にない    (13.3)  →  【６】へお進みください。 
 
５－３ どのような参加をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（単位：％) 





てください。（引っ越しされた場合は、最も長く居住していた地域に○をつけてください。）   
（単位：％） 
①現在の飯田市南信濃地区・上村地区   ( 2.4) 
②現在の飯田市上郷地区・鼎地区       (15.4) 
③ ①②以外の飯田市                  (43.8) 
④飯田市以外の南信（上下伊那郡）      (19.0) 







    ①参加した   ( 7.8)  →  ６－３にお進みください。 
②参加しなかった   (80.9)  →  【７】にお進みください。 
③記憶にない    ( 9.9)  →  【７】にお進みください。 
 
６－３ 【６－２で①と答えられた方におうかがいします。】 
      どのような参加をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
(単位：％) 
①観客として     (69.6)  ②上演者として   (16.3) 





てください。）                      (単位：％) 
①現在の飯田市南信濃地区・上村地区     ( 2.0) 
②現在の飯田市上郷地区・鼎地区       (15.8) 
③ ①②以外の飯田市                   (44.2) 
④飯田市以外の南信（上下伊那郡）       (18.0) 
⑤その他                              (19.4) 
 
７－２ 高校生の時期、人形劇フェスタ（カーニバル）に参加（観劇・上演・ボランティアな
ど）しましたか。あてはまる番号を 1つ選んで○をつけてください。 (単位：％) 
  ①参加した    ( 2.7)  →  ７－３にお進みください。 
②参加しなかった   (90.5)  →  【８】にお進みください。 
③記憶にない    ( 4.8)   →  【８】にお進みください。 
 
７－３ 【７－２で①とお答えになられた方におうかがいします。】 
      どのような参加をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
（単位：％） 
①観客として    (38.5)      ② 上 演 者 と し て  
  ( 5.3) 





つけてください。）                    (単位：％) 
17 
 
①現在の飯田市南信濃地区・上村地区      ( 0.9) 
②現在の飯田市上郷地区・鼎地区         (10.0) 
③ ①②以外の飯田市                    (33.2) 
④飯田市以外の南信（上下伊那郡）        ( 9.2) 




①参加した    (10.5)  →  ８－３にお進みください。 
②参加しなかった   (84.7)  →  【９】にお進みください。 
③記憶にない    ( 1.9)  →  【９】にお進みください。 
 
８－３ 【８－２で①と答えられた方におうかがいします。】 
      どのような参加をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
（単位：％） 
①観客として   (63.0) ②上演者として    ( 6.4) 
③ボランティアスタッフとして (16.6) ④その他     ( 7.2) 
 
【９】あなたご自身の人形劇フェスタ 2013への参加についておうかがいします。 
 ９－１ あなたは 2013 年 1 月～12 月の期間、どこに居住されていましたか。あてはまる番号
を１つ選んで○をつけてください。（引っ越しされた場合は、最も長く居住していた地
域に○をつけてください。）                  (単位：％) 
①現在の飯田市南信濃地区・上村地区    ( 3.6) 
②現在の飯田市上郷地区・鼎地区         (24.2) 
③ ①②以外の飯田市                    (68.5) 
④飯田市以外の南信（上下伊那郡）   ( 1.7) 
⑤その他                               ( 1.5) 
 
９－２ 人形劇フェスタ 2013には参加（観劇・上演・ボランティアなど）しましたか。あては
まる番号を 1つ選んで○をつけてください。         (単位：％) 
①参加した    (48.1)   →  ９－３にお進みください。 
②参加しなかった   (51.2)   →  ９－４にお進みください。 
③その他    ( 0.5)   →  【10】にお進みください。 
 
  ９－３ 【９－２で ①と答えられた方におうかがいします。】 
      どのような参加をしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
（単位：％） 
①観客として                             (94.8) 
②上演者として                                       ( 0.4) 
③本部実行委員会プランニングスタッフとして             ( 0.8) 
    ④地区公演実行委員として                             ( 5.3) 
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⑤本部実行委員会が募集したボランティアスタッフとして   ( 1.9) 
    ⑥その他                                                ( 2.3) 
  
９－４ 【 ９－２で ②と答えられた方におうかがいします。】 
人形劇フェスタ 2013に参加（観劇・上演・ボランティアなど）しなかった理由はなん
ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。(単位：％) 
①人形劇に関心がない                     (13.8) 
②人形劇を観に行くような子どもが身近にいなかった              ( 4.0) 
③観たいような人形劇がなかった                              (36.7) 
④人形劇フェスタに関心がない                                 ( 5.1) 
⑤参加証ワッペン（700円）が高すぎる                          ( 9.5)  
⑥都合が悪かった                                             (44.9) 
⑦仕事が忙しかった                                            ( 2.8) 
⑧人形劇フェスタを知らない                                  (35.6) 
⑨今年は公民館や自治会など地区の役員（委員）ではなかった      (2.8) 
⑩その他                                                      (4.1) 
            ・子どもが小さくて観劇できない。 
      ・ワッペン以外に有料公演にお金がかかる 。 
           ・暑すぎて観劇に出掛けるのを控えた。 
   
                               
【10】あなたの人形劇フェスタに関するお考えについておうかがいします。 
10－１ 人形劇フェスタは飯田市および飯田市民にとってなくてはならないものだと思います
か。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。   （単位：％） 
①とてもそう思う   (30.3)       ②まあまあそう思う   (52.6) 
③あまりそう思わない   (12.7)    ④思わない    (3.5) 
 
10－２ 人形劇フェスタは飯田市および飯田市民にとって、どのような役に立っていると思い
ますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。      (単位：％)  
①夏の風物詩                          (61.1) 
②地区の公民館等の身近な場所で子どもたちが人形劇を楽しめる    (70.4) 
③子育て支援                                                (38.5) 
④中高生のボランティアが生き生きと活動する場                  (14.1) 
⑤世界の人形劇文化に触れることができる                        (48.0) 
⑥飯田市のシンボルとして誇れる催し                            (51.8) 
⑦日本中から多くの人が集まって市内各地がにぎわう              (30.3)              
⑧飯田市の知名度を上げる催し                                   (32.5) 
⑨フェスタを楽しみに遠方から親戚や家族が集まる                  ( 6.9) 
⑩経済効果を上げている                                         (12.4) 
⑪地元のアマチュア劇団の増加に影響し文化活動を活発にする契機  (14.0) 
⑫市民が人形劇をたくさん観ることができる                     (44.0) 
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⑬市民が人形劇団の人との出会いを楽しむことができる             (21.9) 
⑭その他                                                        (1.6) 
⑮特に役に立っていない                                          (1.9) 
【11】あなたの地域の活動への参加についておうかがいします。 
11－１ あなたは公民館（分館および地区公民館）活動に対してどのように思っておられますか。 
あてはまる番号を 1つ選んで○をつけてください。      (単位：％) 
①とても関心がある   (4.2)  ②まあまあ関心がある   (44.5) 
③あまり関心がない  (41.1)      ④関心がない            (9.6) 
 
11－２ あなたは公民館（分館および地区公民館）の活動にどの程度参加しておられますか。
あてはまる番号を 1つ選んで○をつけてください。     (単位：％) 
①とても積極的   ( 2.2)   ②まあまあ積極的  (30.0)   ③やや消極的  ( 67.9)          
④まったく消極的 (99.4) 
 
 11－３ あなたはこれまでに公民館の委員を経験したことがありますか。あてはまる番号を 
１つ選んで○をつけてください。(単位：％) 




①とても関心がある   (2.1)       ②まあまあ関心がある   (38.7) 




①とても積極的   (1.9)         ②まあまあ積極的   (28.8) 





①男    (5.9)  ②女    (93.4) 
 
【13】失礼ですが、現在（2014年 3月 1日）、あなたの満年齢はおいくつですか。(単位：％) 
①19歳以下  ( 0.0)    ②20～24歳  ( 1.2)   ③25～29歳   ( 9.5) 
④30～34歳  (29.0)   ⑤35～39歳  (36 .0)   ⑥40～44歳   (19.2) 




①1人 (17.0)    ②2人( 50.9)     ③3人 (25.9)    
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①1歳未満 ( 9.6 )  ②1歳 (12.8)   ③2歳(18.5)       ④3歳 (20.7)        
⑤4歳 (30.3)   ⑥5歳 (31.1)    ⑦6歳 (30.0)      ⑧７歳 (14.5)   










































調査期間：平成 26年 3月 1日～3月 14日 
 
配布数：  公立保育園  18 
        私立保育園  17 
        公立幼稚園   1 
       私立幼稚園   5    
        合 計     41 園 
 
   
回収数      ：  24   園 
回収率      ：  58.5  %  
有効回答数 ：  24  





























  ① 2013 年度の保育課程・教育課程に組み入れられている。      17 園 
  ② 2013 年度は組み入れていなかったが、組み入れた年度もある。   1 園 
  ③ 組み入れられていない  → 【２】へお進みください。     6 園 
 
 １－２ 【１－１で①②に○をつけた園におうかがいします。】 
何歳児の保育課程・教育課程に人形劇を演じて遊ぶ活動を組み入れていますか。あ
てはまる番号すべてに○をつけてください。 
① ３歳児未満    13 園 
② 3 歳児（年少）  18 園 
③ 4 歳児（年中）  17 園 






該当園 18 園 
     ①そう考える    16 園 
     ②そう考えない    2 園 
  
１－４ 【１－３で①に○をつけた園】 
    １－３で①「そう考える」と回答した理由としてあてはまる番号すべてに○をつけて
ください。 
                                                                  該当園 16 園 
     ①人形劇フェスタがあるので保護者や子どもが人形劇に親しんでいる  16 園 
     ②保育者が人形劇について学ぶチャンスが多い            13 園 
      ③保育者が人形劇フェスタで人形劇を鑑賞し、子どもたちにも鑑賞させたいと感じ
る経験がある                           12 園 
     ④保育園や幼稚園が地区公演会場として地域に定着化している      6 園 
      ⑤保育者自身が、子どもの時人形劇フェスタ（カーニバル）で人形劇に触れ、よか
ったという経験がある                        5 園 
     ⑥地元に人形劇団（アマチュア）がたくさんある            4 園 
     ⑦その他（自由記述）                        2 園 
         ・飯田の文化として子どもたちに伝えていきたい 





    １－３で②教育課程・保育課程に人形劇が組み入れられているのは、フェスタがある
ことが影響しているとは「そう考えない」と回答した理由としてあてはまる番号すべ
てに○をつけてください。 
                                                 該当園：2 園（1 園は NA） 
     ①人形劇フェスタに関係なく人形劇は保育に有効      1 園 
     ②保育者が大学や短大等で人形劇を学んだから       0  
      ③保育者自身が、子どもの時から現在に至るまでの間に、飯田市以外の催しで人形
劇に触れ、よかったという経験がある          0 





             該当園：17 園 
①1 回      4 園 
②2 回       5 園 
③3 回       4 園 
④4 回       4 園 
⑤5 回       0 
⑥6 回       0 
 
１－７ １－６でご回答いただいた 2013 年度に行なわれた人形劇鑑賞での上演劇団について
おうかがいします。 
    どのような劇団による上演でしたか。当てはまる劇団の種類の番号すべてに○をつけ、
あわせて劇団の種類ごとの上演回数を（  ）に数字で記入してください。 
該当園：17 園 
       ①プロの劇団          1 回：17 園 
      ②小中高大生のアマチュア劇団      5 園 
      ③一般成人のアマチュア劇団       1 園 
      ④保育者の劇団            10 園 
      ⑤PTA の劇団              0 園 






                                                         有効回答数：24 園 
①2013 年度の保育課程・教育課程に組み入れられている。       12 園 
②組み入れられていない年度もある。                 3 園 
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                      該当園：15 園 
①3 歳児未満     2 園 
②3 歳児（年少）   5 園 
③4 歳児（年中）   9 園 





                      該当園：15 園 
①そう考える    10 園 




                                                               該当園：10 園 
      ①人形劇フェスタがあるので保護者や子どもが人形劇に親しんでいる 9 園 
      ②保育者が人形劇について学ぶチャンスが多い           5 園 
      ③人形や台本などが入手しやすい                 2 園 
       ④保育者自身が、子どもの時人形劇フェスタ（カーニバル）で人形劇に触れ、よ
かったという経験がある。                   2 園 




                                                      該当園：5 園 
      ①人形劇フェスタに関係なく人形劇は保育に有効     4 園 
      ②保育者が大学や短大等で人形劇を学んだから      1 園 
       ③保育者自身が、子どもの時から現在に至るまでの間に、飯田市以外の催しで人
形劇に触れ、よかったという経験がある        1 園 
      ④その他（自由記述）                 2 園 
          ・子どもが喜ぶので 




                               有効回答：27 園 
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①ぬいぐるみ                  21 園 
②抱き人形                   13 園 
③着せ替え人形                  4 園 
④棒遣い人形                   5 園 
⑤片手遣い人形                  6 園 
⑥糸操り人形                    0 園 
⑦ペープサート（立ち絵）         21 園 
⑧パネルシアター（フランネル絵） 21 園 





                                                                 該当園：24 園 
・3 歳未満児   ①子どもたちが即興的にストーリーを作って遊ぶ    9 園 
②昔話や絵本の内容をストーリーに沿って演じて遊ぶ  6 園 
③発表会で発表する                 1 園 






     ・3 歳児（年少） ①子どもたちが即興的にストーリーを作って遊ぶ    12 園 
②昔話や絵本の内容をストーリーに沿って演じて遊ぶ  12 園 
      ③発表会で発表する                  6 園 
④その他（自由記述）                                 1 園 
               ・生活のひとつの場面をもちいてごっこ的に演じる 
 
     ・4 歳児（年中） ①子どもたちが即興的にストーリーを作って遊ぶ    11 園 
②昔話や絵本の内容をストーリーに沿って演じて遊ぶ  15 園 
      ③発表会で発表する                  7 園 
④その他（自由記述）                 4 園 
                              ・その年に観た人形劇のまね 
 
     ・5 歳児（年長） ①子どもたちが即興的にストーリーを作って遊ぶ     11 園 
②昔話や絵本の内容をストーリーに沿って演じて遊ぶ   15 園 
      ③発表会で発表する                  13 園 












           ＊保育園のみ（ただし、母数は不明。園の種類への無回答のため） 
①参加している （     ）人      12 園 
②参加していない              0 園 
    ③かつて参加したことがある         3 園 
 
＊補足調査「保育士の人形劇研修会に関して」 
飯田文化会館への電話聴き取り（6 月 2 日：久保田さん、岩山さん） 
・平成 23 年度の実績は、17 園より 19 人参加。 
・公立保育園園長会が主催している。 
    ・5 月から翌年 1 月まで 9 回実施（保育時間中）。内 4 回は、人形劇団むすび座より講
師派遣。 
     1 月までに作品を仕上げ、その後、市内の公立保育園 11 園を巡回公演。 
    ・最後に 2 月に研修会成果発表会の上演会を一般公開 
     昨年の作品は「ねずみのよめいり」「さんびきのこぶた」 
    ・参加者は、基本的には各園より 1 名。主任等は保育時間中抜けることが難しいので, 
臨時、新人が参加者となることが多い 
    ・平成 23 年度の担当責任者は、毎年各園の園長が順番で担当する。  
    ・平成 24 年度は、私立保育園にも声を掛けたが、参加希望はいなかった。 
 




                                       有効回答 24 園 
①参加した（講座の内容）     6 園 
       ・公立保育園の研修会 
       ・人形劇フェスタのとき 
②参加していない         18 園 
        ③不明                            0 
 
【４】貴園のいいだ人形劇フェスタへの参加についておうかがいします。 
  ４－１ 保育活動の一環として、子どもたちを引率してフェスタで人形劇人形劇を鑑賞して
いますか。あてはまる番号１つを選び○をつけてください。 
有効回答 24 園 
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①している       9 園 
②していない      15 園 
 
４－２ 園児の製作した人形を市街地等のウインドウに飾る「ウェルカム人形展」に参加し
たことはありますか。あてはまる番号 1 つを選び〇をつけてください。 
 有効回答 24 園 
①したことがある     4 園 
②したことがない     20 園 




                      有効回答 24 園 
       ①している         24 園 





                         有効回答 24 園 
①感性          23 園 
②表現力         20 園 
③言語獲得        20 園 
④他者理解        9 園 
⑤人とかかわる力    14 園 
⑥想像力        22 園 
⑦創造力        17 園 
⑧推察力        6 園 
⑨お話を理解する力   17 園 
⑩その他（自由記述）  1 園 




                                                有効回答 24 園 
①人形劇を鑑賞する機会が多い         24 園 
②人形劇を身近な芸術として感じられる     22 園 
③多様な表現方法に触れられる         15 園 
④自分のまちのシンボルとして誇りに感じる    9 園 
        ⑤地域の人との出会いの場になる          10 園 
⑥人形劇人との出会いの場となる          10 園 
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   ⑦飯田市を誇りに思う              7 園 
⑧人形劇を演じてみようという気持ちが生まれる  17 園 
⑨さまざまな国の文化に触れることができる    11 園 















































調査対象：いいだ人形劇フェスタ 2015 の地区公演実行委員会に参加した公民館役員 








































1 文化部会・委員会 60.2  
2 体育部会・委員会 4.6  
3 広報部会・委員会 4.6  
4 育成部会・委員会 8.3  
5 女性部会・委員会 0.0  
6 企画部会・委員会 16.7  
7 その他 4.6  
無答 0.9  




1  1 か月に 1 回その他 48.1  
2  2 か月に 3 回 13.9  
3  1 か月に 2 回 12.0  
4  その他 23.1  
無答 2.8  




1 平日の夜 93.5  
2 休日の午前 0.0  
3 休日の午後 0.9  
4 休日の夜 2.8  
5 一定ではない 0.9  
6 その他 0.0  
誤答・無答 1.9  










1 毎回参加した 75.9  
2 3分の2以上参加した 19.4  
3 半分以上参加した 1.9  
4 3分の2以上欠席した 0.9  
5 ほとんど欠席した 0.9  
6 その他 0.0  
無答 0.9  





1 １回 4.6  
2 ２回 29.6  
3 ３回 36.1  
4 ４回 9.3  
5 ５回以上 18.5  
無答 1.9  




1 仕事の都合 74.3  
2 家事や育児が忙しい 0.0  
3 家事や介護が忙しい 0.0  
4 体調不良 20.0  
5 趣味や知人との交際と重なった 11.4  
6 参加したくなかった 0.0  
7 なんとなく 0.0  












1 兼ねていた 62.0  
2 兼ねていない 35.2  
誤答・無答 2.8  






1 広報 19.4  
2 劇団との打ち合わせ 34.3  
3 劇団の送迎 11.1  
4 会場設定 67.6  
5 受付 32.4  
6 会場内の案内（観客への対応） 44.4  
7 駐車場・道案内 22.2  
8 司会進行 25.0  
9 交流会 67.6  
10 その他 2.8  




1 子どもたちが人形劇を楽しんで観劇していたこと 88.0 
2 たくさんの地域の住民が来場し観劇してくれたこと 60.2 
3 地区外・市外・県外の方が来場し観劇してくれたこと 37.0 
4 自分が人形劇を観ることができたこと 38.0 
5 劇団の人と交流が持てたこと 65.7 
6 地区実行委員会に参加した者同士の交流が持てたこと 39.8 
7 計画通りに問題なく地区公演が終了したこと 56.5 
8 その他 2.8 














2 市民が、身近な場で人形劇を観劇することができる 84.3  
3 親子の子育て支援の場となっている 37.0  
4 地域住民が気楽に地域活動に参加できる場となっている 25.0  

























15 その他 0.9  














  １） 観客にとって 
選択肢 選択比率（％） 
1 適正価格だと思う 67.6  
2 高いと思う 25.0  
3 安いと思う 4.6  
4 その他 2.8  




1 適正価格だと思う 60.2  
2 高いと思う 33.3  
3 安いと思う 1.9  
4 その他 4.6  











8.7  91.3  
2 大人になってから一人または大人同士で観に行った 25.0  75.0  
3 大人になってから子ども(自分の子ども以外、孫や知
人の子どもも含む）を同伴して観に行った 
45.2  54.8  
4 人形劇フェスタ 2015 において、実行委員として運営
に携わった公演以外に観に行った 
36.5  63.5  
5 今まで観に行ったことはない 16.3  83.7  






















3.1 92.8 4.1 
2 大人になってから趣味の仲間や職場の仲間で
結成した劇団で上演参加した 
8.2 87.6 4.1 
3 今まで上演参加したことはない 87.6 10.3 2.1 












5.2 93.8 1.0 
2 部実行委員会に参加したことがある（今もして
いる） 
8.3 90.6 1.0 
3 地区実行委員会に参加するのは、今回が 2 回目
以上である 
77.1 22.9 0.0 







1 とてもそう思う 25.5  
2 まあまあそう思う 51.9  




5 まったく思わない 1.9  









1 とてもそう思う 21.7  
2 まあまあそう思う 55.7  
3 どちらでもない  14.2  
4 あまり思わないまったく思わない 7.5  
5 まったく思わない 0.9  





1 とてもそう思う 3.8  
2 まあまあそう思う 5.7  
3 どちらでもない  19.0  
4 あまり思わないまったく思わない 39.0  
5 まったく思わない 32.4  





1 とてもそう思う 7.6  
2 まあまあそう思う 28.6  
3 どちらでもない  37.1  
4 あまり思わないまったく思わない 17.1  
5 まったく思わない 9.5  





     (FA) 













































































































































1  区まちづくり協議会の役員 35.2  64.8  
2 分館役員 77.1  22.9  
3 区まちづくり協議会の役員 41.0  59.0  
4 高齢者クラブ 5.7  94.3  
5 自主防災会など防災にかかわる活動団体   28.6  71.4  
6 育成会など子どもの健全育成にかかわる活動
団体 
26.7  73.3  
7 婦人会 8.6  91.4  
8 民生児童委員 4.8  95.2  
9 ＰＴＡ保護者会 42.9  57.1  
10 観音講などの講 2.9  97.1  
11 伝統芸能の保存会 19.0  81.0  
12 山林管理の団体 9.5  90.5  
13 水管理の団体 4.8  95.2  
14 氏子総代など神社の関係団体   11.4  88.6  






























1 １９歳以下 0.0  
2 ２０～２９歳 0.9  
3 ３０～３９歳 3.7  
4 ４０～４９歳 24.1  
5 ５０～５９歳 34.3  
6 ６０～６９歳 30.6  
7 ７０～７９歳 6.5  
8 ８０歳以上 0.0  




住所 （％） 住所 （％） 
1 橋北 1.9  11 龍江 2.8  
2 橋南 1.9  12 竜丘 17.6  
3 羽場 1.9  13 川路 3.7  
4 丸山 8.3  14 三穂 6.5  
5 東野 5.6  15 山本 3.7  
6 座光寺 2.8  16 伊賀良 10.2  
7 松尾 9.3  17 鼎 4.6  
8 下久堅 0.9  18 上郷  5.6  
9 上久堅 9.3  19 上村 1.9  
10 千代 1.9  20 南信濃 0.0  
合計 100.0 
 
 
N=108 
N=108 
